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１．環境経営方針 

      環 境 経 営 方 針  

【基本理念】 

宇都宮建設株式会社は、昭和 42 年 3 月の創業で、昭和 52 年 8 月に宇都

宮建設株式会社に組織変更いたしました。土木工事、とび・土工工事、舗装

工事、石工事、水道施設工事、建設工事を中心に、公共工事から民間工事ま

で幅広く対応しております。 

当社は多種多様な施工実績を有し、主に、造成工事、河川・道路工事、下

水道工事を得意とし、地域の建設業者として社会基盤の整備に貢献してまい

りました。自社施工の中核である自社施工部門を長年にわたり拡充育成を徹

底し、施工業種・施工規模を問わず、柔軟な施工体制を可能にしています。

また、災害対策へも意欲的に取り組み、緊急時の対応に備えるとともに、常

に緊急連絡網や備蓄資機材の整理・整備に留意しております。そのおかげで、

景気低迷で業界縮小が続く中であっても、自社施工部門の充実育成により安

定した売上と成長を達成しています。  

地球環境問題の改善に取り組むことは、地球という土地に住む人類にと 

って共通のテーマです。建設・土木工事事業活動における環境負荷を真摯に

受け止め、企業活動と地球環境の調和を目指して、経営における課題とチャ

ンスを踏まえ、全社員が積極的に継続的にその負荷の低減に取り組んでまい

ります。 

【基本方針】 

1 環境に配慮した事業活動を行い、環境保全活動の推進に努めます。 

2 環境関連法規・条例を遵守し、環境汚染の予防に努めます。 

3 環境経営方針に沿って環境経営目標と環境経営計画を具体的に設定し、 

それらの運用・評価・見直しを行います。 

4 事業活動に伴う電気・ガソリン等 CO2 排出量削減を推進します。 

5 廃棄物排出量を抑制し、可能な限り分別処理しリサイクルに努めます。 

6 水使用量の削減に努めます。 

7 工事現場等の事前環境調査及び環境に優しい資材の採用と資材の使用 

合理化に努めます。 

8 環境経営方針を社内に周知し、全社員参画による環境経営を推進します。 

                  制定  令和 2 年 10 月１日 

宇都宮建設株式会社 

代表取締役  宇都宮 秀市 



3 
 

２．組織の概要 

（１）名称(登録組織名)及び代表者名 

宇都宮建設株式会社 

代表取締役  宇都宮 秀市 

（２）事業所の所在地(工事現場も含め全組織を対象とする) 

  本社      〒665-0845 兵庫県宝塚市栄町 2 丁目 1 番 2 号 ソリオ 2-204 

西宮事務所 〒651-1412 兵庫県西宮市山口町下山口 5 丁目 17 番 10 号 

（３）環境保全関係の担当者連絡先 

環境管理責任者  中村 雅人 専務取締役 

担当者      佐伯 則幸 工務部長 

連絡先 TEL：0797-84-0715   FAX：0797-84-0717 

E-mail：honsya@utunomiya-kensetu.co.jp  

（４）事業内容(全活動) 

  土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、石工事業、水道施設工事業、 

解体工事業 

（５）適用事業範囲、認証・登録の対象範囲 

  対象事業所  本社・西宮事務所 

  対象の活動  全組織・全活動 

（６）事業規模 

    資本金    60 百万円           

売上高    1,359 百万円（2021 年度）  

従業員    32 名（うち女性５名） 

有資格者   1 級土木施工管理技士 10 名 

2 級土木施工管理技士  3 名 

2 級建築施工管理技士  2 名 

延べ床面積  本社 130 ㎡  西宮事務所 232 ㎡(内資機材置場 30 ㎡)   

工事件数   10 件 

建設業許可  兵庫県知事 特-30 第 301282 

宝塚市・西宮市・芦屋市          指定給水装置工事事業者 

宝塚市・西宮市・芦屋市・川西市・加古川  排水設備指定業者 

（７）事業年度 

    5 月～4 月 
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３．EA21 の活動組織 

  

 

 

代表取締役 宇都宮 秀市

環境管理責任者 中村 雅人

EA21事務局 中村 雅人

事務所責任者 佐伯 則幸工事責任者 佐伯 則幸

各工事現場責任者

西宮事務所責任者 佐伯 則幸

・各工事現場のまとめ（工事責任者）

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理、

・環境関連法規等の取りまとめ作成

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告・

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

事務所・工事・ ・事務所・工事現場における環境経営システムの実施

西宮事務所責任者 ・事務所・工事現場における環境経営方針の周知

及び各工事現場責任者 ・事務所・工事現場の従業員に対する教育訓練の実施

(環境事務局) ・事務所・工事現場に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・事務所・工事現場の特定された緊急事態への対応のための手順書作成

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

　テスト、訓練を実施、記録の作成(環境事務局の場合もあり)

・事務所・工事現場の問題点の発見、是正、予防処置の実施
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４．2021 年度環境経営目標及び主要環境経営計画とその実績・評価 

2021 年度 (2021.5～2022.4)の環境経営目標及び主要環境経営計画は、下記の通り

である。なお、化学物質の使用はない。 

（１） 2021 年度 (2021.5～2022.4)の環境経営目標とその実績・評価 

1)環境経営数値目標は、各項目の前(2020)年度同期間の 1％削減とした。 

項目 
2020 年度

実績 

目標及び実績 

目標 実績 達成度 評価 

本社事務所電力使用量削減 kWh 6,439 6,375 5,781 110% ○ 

西宮事務所電力使用量削減 kWh 11,437 11,323 11,195 101% ○ 

本社事務所ガソリン使用量削減 L 7,441 7,366 7,311 101% ○ 

西宮事務所ガソリン使用量削減 L 61 60 196 31% × 

※全社事務所二酸化炭素排出量 kg-CO2 24,876 24,627 24,513 100% ○ 

本社事務所水使用量削減 m³ 16 16 13 123% ○ 

西宮事務所水使用量削減 m³ 48 48 71 68% × 

本社事務所一般廃棄物削減 袋 266 263 264 100% △ 

注）評価欄にて、○：達成(100％以上)、△：やや未達成(90％以上)、×：未達成、 ※：参考 

達成度(％)＝目標／実績 ×100  二酸化炭素排出係数：関西電力 平成 29 年度調整後実績 0.418 kg-CO2/kWh     

2)環境経営管理目標(工事内容で大きく異なるため実績管理のみを行う) 

工事現場電力使用量管理 kWh 14,962 

工事現場ガソリン使用量管理 L 27,206 

工事現場軽油使用量管理 L 143,686 

工事現場灯油使用量管理 L 362 

※工事現場二酸化炭素排出量 kg-CO2 440,986 

※全社二酸化炭素排出量(合計) kg-CO2 465,501 

工事現場産業廃棄物 ｔ 1,863 

工事現場産業廃棄物リサイクル率 ％ 98% 

3) 自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上およびサービスの改善の環境

経営目標 

 ➀工事現場等の事前環境調査 

 ②環境に優しい資材の採用と資材の使用合理化に努める 

中山台土砂災害工事について、事前環境調査を実施した。 

同工事について、環境に優しい資材の採用と資材の使用合理化に努めた。 
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（２）2021 年度 (2021.5～2022.4)の主要な環境経営計画及び取組結果・評価 

(2022 年 5 月以降も取組継続) 

環境経営計画の取組結果とその評価は下記の通りである。 

   取り組み計画 評価 内容 
2022 年 

5 月以降 

Ⅰ．二酸化炭素排出量の削減 

１）電力の削減    

・不要照明の消灯 ○ よく消灯されていた 継続 

・空調温度の適正化 ○ 事務所は所定温度に管理されていた 継続 

・不要時パソコンの停止 ○ 大部分は守られているが、まだムラ

がある 

継続 

２）ガソリンの削減    

・エコドライブの徹底 ○ 

速度抑制、空気圧点検、アイドリング

ストップなどが意識された。ただし、

若干ムラがある場合もある 

継続 

３）軽油の削減    

・無駄重機運転の削減 ○ 意識して運転をストップした 継続 

Ⅱ．廃棄物排出量の削減 

・事務所一般廃棄物の圧縮 △ まだ十分でない場合もある 継続 

・産業廃棄物分別の徹底 ○ よく分別された 継続 

Ⅲ．その他 

・節水意識の向上 ○ 節水意識が向上した 継続 

・工事現場の事前環境調査 ○ 中山台土砂災害工事について、実施

した。 

 

継続 

・環境に優しい資材の採用 ○ 継続 

・資材の使用合理化 ○ 継続 

◎よくできた  ○：できた  △：まあまあ(事例がない場合も含む)  ×：できなかった 

 

（３）2021 年度 (2021.5～2022.4)の評価まとめ    

   2021 年度 (2021.5～2022.4)の数値目標は、西宮事務所ガソリン使用量削減およ

び西宮事務所水使用量削減が未達成であったが、その他大部分は目標を達成してい

る。1 年間通期では初めてのことであり、西宮事務所以外は大きな課題はなかった

と考えている。西宮事務所については、2021 年度は西宮事務所内への土砂の受入・

搬出量が大きく増加し、運送車両の軽油(ガソリンも含めて)および敷地清掃・工事

車両洗浄の増加並びに西宮事務所のトイレ等の利用頻度が増えたためである。 
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工事現場の電力、ガソリン、軽油及び灯油使用量は管理できている。弊社二酸化

炭素排出量のうち、工事現場の二酸化炭素排出量が約 95％を占めていることが分

かった。とくに工事現場の軽油使用量が大きな部分を占めている。試行期間も同様

であったことから、今後は工事現場軽油（ガソリンも含めて）使用量の削減方法を

考える必要がある。すぐには具体的対策を考えられないが、関係者によるアイデア

検討会などを開催したい。 

産業廃棄物リサイクル率については、建設混合廃棄物の分別徹底強化を図りたい。 

自らが施工・販売・提供する製品およびサービスに関する項目については、中山

台土砂災害工事について、実施した。 

 

   2021 年度 (2021.5～2022.4)の総括として、EA21 環境活動が意識され始めたが、

まだまだ EA21 環境活動の浸透が必要で、一層の推進と全員の努力で今後の成果を

期待したい。 

 

５．中長期環境経営目標と主な環境経営計画取組内容 

（１）中期目標（2022～2024 年度） 

   2022 年度以降の環境経営数値目標について、2020 年度実績を基準として、以降

毎年 1%削減を目標とする。工事現場に関する項目は、2021 年度同様使用量の管理

を環境経営目標とする。工事現場産業廃棄物リサイクル率については、リサイクル

率 100％（リサイクル率の向上）を目指す。自らが施工・販売・提供する製品およ

びサービスに関する項目は、①工事現場等の事前環境調査を実施し、必要に応じ対

策を行う、②ICT を利用した測量の活用、③可能な限り環境に優しい資材の採用、

④資材の使用合理化を進めることを環境経営目標とする。 

化学物質の使用はない。 

なお、工事件数・内容により大きく変動すると思われる工事現場の電力・ガソリ

ン・軽油の使用量、産業廃棄物等については、原単位（例えば工事受注金額当たり）

評価も考えたい。しかし、工事内容が大きく変わるため、受注金額での整合性があ

まりないと考えている。今しばらくはこのままとし、今後の検討課題とする。 

                      

（２）主な環境活動計画の取組(2022 年度以降取組) 

従来の環境経営計画を継続する。           

 

護岸工事例 
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７．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果 

   環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されている

ことを確認した。なお、環境関連法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去

３年間ありませんでした。 

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。 

適用される法規制 遵守する事項 遵守評価 

廃棄物の処理及び清掃に

関する法律 

収集運搬・処分業者との適正な契約 

マニフェスト伝票の管理（A,B2,D,E） 

廃棄物置き場の表示と保管基準の順守 

遵守 

フロン排出抑制法 
エアコン漏洩等の目視検査を 3 カ月に 1 回行う

点検記録の作成 
遵守 

消防法 火災の予防 遵守 

建設工事にかかる資材の

再資源化等に関する法律 

対象工事の届け出書 

分別解体の実施と再資源化 

現場ごとに標識の掲示 

遵守 

騒音規制法 特定建設作業の届出、７日前までに 遵守 

振動規制法 特定建設作業の届出、７日前までに 遵守 

兵庫県環境の保全と創造

に関する条例 
特定工作物解体等工事、粉じんの飛散の防止策等 遵守 

河川法(水質汚濁防止法) 河川への排水 遵守 

  

８．代表者による全体評価と見直し・指示 

良好な地球環境を未来に残すため、従業員共々エコアクション２１に真摯に取り組

んでいる。まだ実質初年度の 2021 年度を終えたばかりであり、2021 年度を EA21 環

境活動の第一歩として、2020 年度実績を 

基準とした「５．中長期環境経営目標と主 

な環境経営計画取組内容」に記されている 

環境経営目標・環境経営計画を推進する。 

環境経営方針は変更しない。 

実施体制については一部変更した。 

従業員全員の意識向上による目に見え 

 る成果を期待している。 

法面工事例 
 


